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1. ははははじじじじめめめめにににに

　

――海の大物釣りは、世界の幾つかの場所において頽廃の危機に瀕している。

金を一番ふんだんに持つ者がたっぷりと時間をかけさえすれば、最大の魚を捕える最

高の機会にありつけるという娯楽に堕しているのだ。その結果、よく知られた大物釣り

の競技会などは、あまりにも金がかかるがゆえに一種の社交の場と化し、本来優勝者と

なるべき、より腕のいい釣り師たちを締め出してしまっている。

海釣りは万人のためのスポーツであって、その全ての部門に面白味がある。グレイ・

スナッパー（フエダイ類）から青鮫（マコ・シャーク）に至るまで、スポーツ・フィッ

シングの対象魚で釣り師に歓びを与えぬ魚はいない――青鮫は歓び以外の何かをも、少

し与えはするが…。私の願いはただ、青鮫にしても鮪にしても大マーリンにしてもメカ

ジキにしても、全ての釣り師が、釣ろうと思えば釣れるような状況になって欲しいとい

うことだけだ。

アーネスト・ヘミングウェイ　1951 年 6月

キューバ、サン・フランシスコ・デ・パウラ、フィンカ・ビヒアにて
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ビッグゲーム・フィッシングの世界は、マリンスポーツの一翼として多くの憧れと多

大なビジネスチャンスの期待をもって語られがちですが、その実情は実に脆弱なもので

す。同時に、左記のようにヘミングウェイが語った“全ての釣り師が、釣ろうと思えば

釣れるような状況”をつくり出すことは私共の理想ではありますが、ことビッグゲーム

に関しましては、シーバスよりも遥かにハードルが高いことは事実です。

広大な裾野を形成するマニアの頂点に、トップビルフィッシャーが顕在化するという

図式は成り立たず、たまさかの経済状況に支えられた『突如参入型』のボートオーナー

をケアする過程において、ビッグゲームにまつわる夢や憧れを“後付け”する形で、こ

の世界のニーズが演出されてきたという側面もあります。

しかしながら下田のカジキ釣り大会（JIBT）が世界でも有数のビルフィッシュ・トーナ

メントに育ち、カジキを釣るためのフィールドに恵まれている我が国において、洗練さ

れたビッグゲームのスピリッツと醍醐味を的確に伝える媒体があれば、さまざまな局面

（営業面、政治面）において非常に有効なツールとなります。

私共は、ビッグゲームを通して海面の有効利用、漁港・漁村の活性化につながるさま

ざまなアプローチを提案・実行します。これは、各都道府県の漁業調整規則の見直しを

促し、ビッグゲームの法的環境を整えるための活動でもあります。最終的にこの問題を

解決しないことには、我が国における真の意味での、このスポーツの発展は望めないか

らです。

かつてキップ・ファリントンが、一日に三種のビルフィッシュ（クロカジキ、メカジ

キ、シロカジキ）を釣ったという豊饒の海は今は望むべくもありませんが、“全ての釣

り人が釣ろうと思えば釣れる状況”を少しでも取り戻すために、プロの目とアマチュア

の心を持ったビルフィッシャーの輪を広げられればと願っています。
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2. ココココンンンンセセセセププププトトトトとととと編編編編集集集集内内内内容容容容

　

本誌の基本コンセプトは次の 3つに集約されます。

① KKKKAAAAZZZZIIIIKKKKIIII  →→→→カカカカジジジジキキキキをををを知知知知るるるる

●Future（カジキを巡る環境・生態・保護活動）

最新のリサーチデータを基に、ナショナルジオグラフィック的アプローチとニュート

ン的データ処理でビッグゲームと海の関係を探ります。

②    CCCCHHHHAAAASSSSEEEE  →→→→カカカカジジジジキキキキをををを釣釣釣釣るるるる

●Know How（ノウ・ハウ）

ベイシックとなるビッグゲームのノウ・ハウを、スキッパー、アングラー、デッキハ

ンド（リーダーマン、ギャフマン orタグマン）の立場に沿って必要な情報を紹介しま

す。

●Field & Fishing Style（フィールド＆フィッシング・スタイル）

　日本各地のトップチームを紹介します。彼らの主たるフィールド、ボートに対する考

え、実践テクニックを併せ紹介することで、日本各地のフィールド紹介とビッグゲーム

のオルガナイザーを育てます。

 カジキの研究

● 分類

● 生態

● 分布

● What’s new－最新の研究成果

● レコードフィッシュ

● 釣魚資源としてのカジキ保護

 カジキと文化

● 文学

● 絵画

● スタンプに見るカジキ

● 食

● 民俗・漁撈の中のカジキ

● カジキグッズ色々

 カジキを釣る

■ 必要なタックル

■ ボート整備と艤装

■ フィッシング&マニューバテクニック

○ アングラー

○ スキッパー＆デッキハンド

○ タグ＆リリース－そのテクニック

■ 国内のフィッシングエリア

■ 海外のフィッシングエリア＆チャーターボート

■ タックルショップ

 ビルフィッシュトーナメント

○ 国内のビルフィッシュトーナメント

・ スケジュール

・ 各トーナメントのデータ

○ 海外のビルフィッシュトーナメント

・ スケジュール

・ 各トーナメントのデータ
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③ BBBBIIIIGGGG----BBBBLLLLUUUUEEEE  →→→→海海海海ととととカカカカジジジジキキキキをををを想想想想うううう

●Story（ストーリー）

　ビッグゲームをより深く理解する上で必要なボート、タックル、人物、ヒストリー、

世界各地のフィールドについて紹介します。

●Politics（融和・共存・活性化）

　ビッグゲームを通して海面の有効利用、漁港・漁村の活性化につながるさまざまなア

プローチを提案・実行します。これは、各都道府県の漁業調整規則の見直しを促し、ビ

ッグゲームの法的環境を整えるための活動です。

 カジキに魅せられた男達

1. ヘミングウェイ

2. ゼーン・グレイ

3. マイケル・ラーナー

4. 日本では…

 カジキネットワーク

1. 人物

2. 文献

3. 団体

・ BOL

・ JGFA

・ IGFA

・ 世界の有力クラブとのネットワーク
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3. 展展展展望望望望

　

雑誌『BIG GAME』は、カジキを主体とする日本初のオピニオン誌です。

「KAZIKI」 「CHASE」 「BIG-BLUE」 をキーワードに、その発行意図は次の 3 点

に集約されます。

①国内外の大型回游魚の研究成果を広く紹介する。

②カジキを主要テーマに、ビッグゲームに関わる、あるいは関心を持つ人々に必要なあ

らゆる情報をジャーナリスティックな視点で真摯に捉え、紹介する。

③カジキフィールドおよび関連陸域の有効利用の提案およびモデルケースの紹介、実践

により臨海地域の活性化とスポーツアングラーとの共存に寄与する。

カジキやマグロに魅せられてしまった私たちが今、第一にしなければならないことは何

か？ その思索の前提として、私たちは日本と世界のビルフィッシャー及び研究者をネ

ットワークすることを活動の第一歩にしたいと考えます。

カジキ・ロード（黒潮）を通して国内の沿岸海域の有効利用を具体化するためには、声

高にマリンスポーツやレジャー、リゾート等について語るのではなく、まず全国の関連

漁港、漁協、そして漁民に支持される環境作りが重要だと考えます。

リサーチからビルフィッシャーのオピニオンを形成し、現状を活性化する

　カジキやマグロの回游を辿りつつ、全国の関連漁港およびその周辺環境についての

的確な情報を収集することは、さまざまなアイデアを生む可能性を秘めています。海

面の合理的利用の推進という観点から見れば全国の 2800 を超える指定漁港について

もその有効な活用が問われるところです。プレジャーボートとの共存はフィッシャリ

－ナ整備事業を確実に整えていくための大前提となりますが、漁業と海洋性（親水性）

レクリエーションとの住み分けだけにとどまらない、より重層的な活用、交流が望ま

れるところです。

　具体的にはプレジャーボートへのサービスの提供（給油、給水、情報提供等）と、

その前提としての航行・係留をめぐるトラブル防止のためのルールの確立。各種スポ

ーツのエリア分け、およびスタートべ－スの確保等によって漁港周辺をより活性化し、

水面の利用秩序を漁業関係者とレクリエーション関係者相互の積極的な意志疎通によ

って確立するのです。
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　そこで“カジキ（KAZIKI）”“カジキを釣る。海に遊ぶ（CHASE）”“海を想う

（BIG-BLUE）”といった 3 つのテーマを核とするオピニオン誌『BIG GAME（ビッグ

ゲーム）』が非常に有効な情報収集の場となる訳です。これまでのフィッシャリーナ

構想が充分な成果を収めていないのは、何よりも漁業関係者とレクリエーション関係

者のコンセンサスが確立していない土壌で、構想だけが先走りしているからに他なら

ないのです。リサーチと問題提起を通して相互の水面利用に関する前向きな展望が見

えてくれば、さまざまな可能性を具体化することができるのです。

『BIG GAME』を通して現状を活性化するために

①カジキ・マグロに関わるさまざまな研究成果および最新データ、人々とのネットワ

ーク作りに参加できます。

②ビルフィッシュ・トーナメント等関連漁港および地域の活性化につながるさまざま

な情報および活動に参画しやすくなります。

③積極参画することにより行政、関連地域内、関係者の間における情報交換が円滑に

なります。
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4. 判判判判型型型型・・・・発発発発行行行行形形形形態態態態

　

●サイズ：A4 判

● 発行形態

※ 7 月に創刊号を発行。

創刊号の総ページ数は 80 ページ程度を予定。

※ 10 月中旬　第 2号

※ 12 月中旬（予定）　第 3号

※本年（2006 年）度は 3号制作

※ 2007 年度より、2、4、6、8、10、12 月の年間 6号を制作予定
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5. そそそそのののの他他他他

　

●広告掲載料金

スペース 掲載料金（税別） 原稿サイズ（天地×左右）

表 4 ￥750,000 297×200mm

表 2 ￥650,000 297×207mm

表 3 ￥600,000 297×207mm

目次対向 ￥600,000 297×207mm

カラー　1P ￥480,000 297×207mm

カラー　ヨコ 1/2P ￥250,000 130×180mm

カラー　タテ 1/3P ￥140,000 275×60mm

カラー　ヨコ 1/4P ￥130,000 65×180mm

モノクロ　1P ￥200,000 297×207mm

モノクロ　ヨコ 1/2P ￥110,000 130×180mm

モノクロ　タテ 1/3P ￥90,000 275×60mm

モノクロ　ヨコ 1/4P ￥80,000 65×180mm

■ 消費税は別途申し受けます。

■ スペースオーダーは事故防止の為、必ず文書または FAXにてお申込み下さい。

■ 入稿は完全データでお願い致します。なお入稿校了となりますので予めご了承くだ

さい。

■ 弊社で原稿を制作する場合は別途制作料金を申し受けます。


